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11月11日～17日は「税を考える週間」です！ 

暮らしを支える税
   ■問本所課税課☎35-1176または本所納税課☎35-1182へ

　市税は、安全・安心な生活の維持、健康・福祉の充実、
道路等の社会基盤の整備、教育・産業の振興等、皆さん
の「健康で豊かな生活」を実現するための、身近な行政
サービス・施策の重要な財源になっています。
　市税には、右の図のように税目ごとに使い道が特定さ
れている目的税と、特定されていない普通税があります。

◆市税のあらまし
市民税（個人・法人）
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税市税
国民健康保険税
都市計画税
入湯税

普通税

目的税

 納税で みんなの暮らし 支えあい令和４年度
納税標語最優秀作品

　納付期限までに納めない場合、
税金に延滞金が加算されます。
　今年１月１日～12月31日の
延滞金は、納付期限の翌日から
１か月を経過する日までが年
2.4％、それ以後が年8.7％の割
合で、納付日までの日数に応じ
て計算されます。これ以前の延

滞金の割合を知りたい場合はお
問い合わせください。
　また、督促状を発した日から
10日を経過しても完納されな
い場合、滞納した方の不動産や
動産（家財等）、預貯金等の財
産の差押えや公売を行うことが
あります。

◆延滞金と滞納処分
■問納税課納税係

　災害に遭った方、失業や病気等で
収入が減り生活に困っている方等
が、状況に応じて納税の猶予を受け
たり、税金を分割で納めたりできる
制度があります。適
用には要件があるの
で、ご相談ください。

■問納税課納税係
◆納税の猶予等

◆納付方法
■問①～⑥納税課収納管理係、⑦課税課市民税係・諸税係

①口座振替
　預貯金口座から、納期ごと自動的に振替納付する
方法です。希望する方は納付書と通帳、通帳印をお
持ちの上、金融機関窓口でお申し込みください。忙
しくて納付に行く時間がない方や納め忘れが心配な
方には、口座振替をお勧めします。
②窓口での納付
　鶴岡市内に支店等がある金融機関（東北地方のゆ
うちょ銀行〈郵便局〉を含む）や本所納税課、各地
域庁舎市民福祉課の窓口で納付する方法です。納付
の際は納付書を忘れずにお持ちください。
③ゆうちょ銀行（郵便局）からの払込み
　郵便局専用の払込用紙に住所・氏名・収納番号（通
知書番号）・税目・納期・金額を記入の上、郵便局
から払い込みください（全国の郵便局で払込み可）。
払込用紙は本所納税課にあります。
④コンビニエンスストア等での納付
　提携している全国のコンビニ等（納付書裏面に記
載）で納付する方法です。市役所の閉庁日や金融機

関等の営業時間外でも納付できます。
　納付できる税目は、市・県民税（普通徴収分）、
固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税です。
⑤eLTAX（エルタックス）での電子納税
　対象は個人市民税の特別徴収と法人市民税です。
エルタックスHPから利用の手続きをお願いします。
⑥�スマートフォンアプリ決済での納付

（PayPay、LINE Pay）
　対象は個人市民税、固定資産税、軽自動車税、国
民健康保険税で納付書にバーコードが印字されてい
るものです。バーコードをスマートフォンで直接読
み取ってご利用ください。なお、コンビニ店頭レジ
でのアプリ決済はできません。
⑦年金からの差引き（年金特徴）
　その年の４月１日に65歳以上で年金受給額が年
額18万円以上の方は、条件によって、個人市民税
と国民健康保険税が年金から差し引かれる場合があ
ります。

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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▲

【ＵＩＪターン枠】土木（社会人経験者）
　昭和58年４月２日以降に生まれ、次の全てに該
　当する方　

①技術士、技術士補、１級土木施工管理技士また
　　はＲＣＣＭ（シビルコンサルティングマネージ
　　ャー）の資格を持っている
　②山形県外に本社・本庁を置く民間企業・公的機関
　　等において設計業務、施工管理等の経験がある
　③11月20日現在、山形県外に在住している
　④採用後、市内に定住する意向がある▲

【ＵＩＪターン枠】電気（社会人経験者）　

昭和58年４月２日以降に生まれ、次の全てに該
　当する方　

①電気主任技術者の資格を持っている

　②山形県外に本社・本庁を置く民間企業・公的機
　　関等において電気設備設計業務、施工管理等の
　　経験がある
　③11月20日現在、山形県外に在住している　

④採用後、市内に定住する意向がある▲

上級土木…昭和63年４月２日～平成13年４月１
　日に生まれた方▲

上級電気…昭和63年４月２日～平成13年４月１
　日に生まれた方▲

看護師［助産師］（短大卒程度）…昭和53年４月
　２日以降に生まれ、看護師免許を取得している方
　及び令和５年４月までに取得見込みの方
※助産師免許を取得している方及び令和５年４月ま
　でに取得見込みの方も募集。

◆募集職種・受験資格

▲

【ＵＩＪターン枠】土木（社会人経験者）・電気
　（社会人経験者）
▷総合適性検査…12月１日○木 ～14日○水 に全国の試
　験会場（テストセンター）でオンライン受験
▷面接試験…12月18日○日 にオンラインで実施▲

上級土木・上級電気
▷総合適性検査…12月１日○木 ～14日○水 に全国の試
　験会場（テストセンター）でオンライン受験

▷専門試験…12月10日○土 に市役所本所で受験
▷面接試験…12月18日○日 にオンラインで実施▲

看護師［助産師］（短大卒程度）
▷適性検査
　12月５日○月 ～18日○日 に全国の試験会場（テスト
　センター）でオンライン受験　
▷面接試験…12月25日○日 にオンラインで実施

◆試験日時・会場

▲

【ＵＩＪターン枠】土木（社会人経験者）・電気
　（社会人経験者）、上級土木・上級電気
・11月１日○火 ～20日○日 に市ＨHP「電子申請」からの
　手続きを原則とします。電子申請ができない場合
　はご相談ください
・試験案内は市HP「人事・　

▲ ▲ ▲

　職員採用」に掲載

▲

看護師［助産師］（短大卒程度）
・11月１日○火 ～18日○金 に、申込書を荘内病院総務
　課へ（郵送の場合、18日○金 までの消印有効）
・市HP「電子申請」からも手続きができます
・試験案内は同院HPに
　掲載　　　　　　　　

▲ ▲ ▲

◆申込み

建設工事、測量・コンサルタント等、物品及び役務

市内業者の入札参加資格審査申請
■問本所契約管財課☎35‐1154

　市内業者（令和５年度～７年度）の入札参加資
格審査申請を次のとおり受け付けます。
■受付期間
　12月１日○木 ～来年１月31日○火 （31日○火 必着）
■申請方法
　申請書を同課へ郵送で提出してください
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、郵送
　での申請にご協力をお願いします。
※詳細は市HP「業者登録」をご覧ください。

※�受付期間が終了しても随時申請できますが、受
付期間中の申請でなければ来年４月１日からの
登録とはなりません。

※�市外業者（市内に本社・本店または委任先を有
しない業者）は令和７年３月31日までの登録
となっているため、今回の更新申請は不要です。

※�問合せの際は、建設工事、測量・コンサルタン
ト等、物品及び役務のいずれの登録かお伝えく
ださい。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

鶴岡市職員採用試験【令和５年４月１日採用予定】

■問本所職員課☎35‐1159、荘内病院総務課☎26‐5111内線6341
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11月は「ねんきん月間」、11月30日（いいみらい）は「年金の日」です！ 

知っておきたい国民年金のこと
■問鶴岡年金事務所☎23‐5040、本所国保年金課☎35‐1294または各地域庁舎市民福祉課へ

◆平日相談　月曜～金曜日午前８時30分～午後５時15分（月曜日は午後７時まで）　※原則予約制です。
◆休日相談　毎月第２土曜日午前９時30分～午後４時　※完全予約制です。
◆持ち物　年金手帳または基礎年金番号通知書、身分証明書、本人以外の場合は委任状と代理人の身分証明書

鶴岡年金事務所年金相談

◇口座振替で１年分を一括で納付…4,170円割引
◆保険料の納付が困難な方は
　納付が免除または猶予される制度もあります
◆国民年金にはこんな給付があります
▷老齢基礎年金　保険料を納めた期間等の受給資格
　期間が10年（120月）以上ある方が、原則として
　65歳から受け取る年金
▷障害基礎年金　病気やけがで体に障害が残った場
　合、一定の支給要件を満たす方が受け取る年金
▷遺族基礎年金　国民年金の被保険者が亡くなった　
　とき、その方によって生計を維持されていた「子
　のある配偶者」または「子」で、一定の支給要件を
　満たす方が受け取る年金
▷その他の国民年金独自給付　寡婦年金、死亡一時
　金、短期在留外国人の脱退一時金　等

◆国民年金制度とは　
　老後の生活や障害を負ったときなどに備え、国の
負担と加入者が納めた保険料によって、国民全体で
お互いを支え合う国の制度です
◆加入対象者
　国内に住所がある20歳以上60歳未満の全ての方
◆保険料　
　月額１万6,590円（令和４年度）
◆保険料の納付方法　
　第１号被保険者には、日本年金機構から納付書が
送付されます。口座振替やクレジットカード納付、
前納制度を利用すると納め忘れがなく便利です
◆前納制度の例（申込み期限あり）
◇�現金で１年分を一括で納付…3,530円割引（クレ

ジットカード納付も同額割引）

「ねんきんネット」のご案内

　「ねんきんネット」を利用すると、パソコンやス
マートフォンからいつでも年金記録が確認できるほ
か、様々な機能が利用できます。ご自身の年金記録
等を確認し、将来の生活設計を考えてみませんか。
■利用可能な機能
　〇年金記録の確認　〇将来の年金見込額の試算　
　〇電子版「ねんきん定期便」の閲覧　〇受給に関
　する各種通知書の確認　など

■利用方法
　マイナポータルまたは日本年金
　機構HPからログイン
※利用方法については同機構ＨHPをご覧いただくか、
　下記までお問い合わせください。
　☆ねんきんネットナビダイヤル☎0570‐058‐
　　555／☎03‐6700‐1144（050から始まる
　　電話の場合）

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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０
９
０
円　

▽
第
３
子
以
降
…
６
、

１
０
０
円
～
３
、
０
５
０
円　

■
支
給
日　

奇
数
月
の
11
日　

■
支
給
期
間　

児
童
が
18

歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で
（
障
害
児
は
20
歳

に
達
し
た
月
ま
で
）

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当　

■対
身
体
や
精
神
に

重
度
～
中
度
の
障
害
が
あ
る
児
童
を
在
宅
で

養
育
し
て
い
る
方
（
受
給
者
等
の
所
得
が
一

定
額
を
超
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）

■
支
給
月
額　

▽
１
級
障
害
…
５
万
２
、
４

０
０
円　

▽
２
級
障
害
…
３
万
４
、
９
０
０

円　

■
支
給
日　

４
月
・
８
月
・
11
月
の
11

日　

■
支
給
期
間　

児
童
が
20
歳
に
達
し
た

月
ま
で

▼
共
通　

■申
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
35
‐
１

２
９
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
向
け
て 

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

▼
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
は　

今
年

中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
（
過
去
の
保

険
料
や
、
同
一
生
計
家
族
の
保
険
料
を
納
め

た
場
合
も
同
様
）。
領
収
証
書
や
日
本
年
金

機
構
で
発
行
す
る
控
除
証
明
書
を
ご
準
備
く

だ
さ
い（
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
）。

▼
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
に
つ
い
て　

10
月
下
旬
か
ら
11
月
上

旬
に
か
け
て
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
控
除
証

明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
10
月
以
降
に
納
付

し
た
保
険
料
は
、
申
告
等
の
際
、
領
収
証
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
（
10
月
以
降
に
今
年

初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た
方
の
証
明
書
は
、

来
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
）。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ 

個
人
の
市
・
県

民
税
は
特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

　

個
人
の
市
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
は
、
事

業
主
が
従
業
員
に
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら

市
・
県
民
税
を
差
し
引
き
、
従
業
員
に
代
わ

っ
て
各
従
業
員
の
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地

で
あ
る
市
町
村
に
毎
月
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
所
得
税
を

源
泉
徴
収
す
る
義
務
が
あ
る
事
業
主
に
は
、

原
則
と
し
て
従
業
員
の
市
・
県
民
税
を
特
別

徴
収
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。「
退
職
し
た
」

「
不
定
期
雇
用
で
あ
る
」
と
い
っ
た
特
段
の

理
由
が
な
い
限
り
、
事
業
主
や
従
業
員
の
希

望
で
普
通
徴
収
（
個
人
で
納
付
）
を
選
ぶ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト　

従
業
員
個
人
が

金
融
機
関
等
で
納
め
る
手
間
が
な
く
な
り
、

納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

普
通
徴
収
の
納
期
は
年
４
回
で
す
が
、
特
別

徴
収
の
納
期
は
年
12
回
な
の
で
、
従
業
員
の

１
回
当
た
り
の
負
担
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

▼
納
期
の
特
例　

従
業
員
が
常
時
10
人
未
満

の
事
業
所
等
は
、
申
請
に
よ
っ
て
、
納
期
を

年
２
回
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
６
３

11
月
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間

　

鶴
岡
市
は
地
球
温
暖
化
対
策
、
省
エ
ネ
、

エ
コ
で
賢
い
選
択
「
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
」
に

賛
同
し
て
い
ま
す
。

　

燃
費
が
良
く
な
り
、
地
球
環
境
に
も
優
し

い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
や
車
間
距
離
を

保
つ
こ
と
は
安
心
・
安
全
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

■問
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４
７

今
年
も
や
り
ま
し
ょ
う 

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ　

　

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
は
、
過
度
な
暖
房
に
頼
ら

ず
、
冬
を
快
適
に
過
ご
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

で
す
。
電
力
に
よ
る
冷
暖
房
の
省
エ
ネ
効
果

は
、
夏
よ
り
も
冬
の
方
が
大
き
く
、
効
果
的

に
電
気
代
を
節
約
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■問
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４
７

11
月
12
日
～
25
日
は 

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
女
性
に
対
す
る
暴
力

年
金
・
税

生
活
・
そ
の
他

■問同給付金担当窓口（鶴岡市職員研修会館内）☎24 ‐ 6625　■事業担当　本所福祉課

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金

　住民税非課税世帯及び家計急変世帯の世帯主に、
現金５万円を給付します。▲

住民税非課税世帯（原則申請不要）
■対令和４年９月30日時点で、世帯全員の令和４年
　度分の住民税が非課税の世帯（住民税が課税され
　ているほかの親族等に扶養されている場合を除
　く）
■受取方法
　対象世帯に、11月下旬までに振込口座と振込日
　を郵送でお知らせします。振込口座を変更したい

　場合等や給付対象の世帯でもお知らせが届かなか
　った世帯は、申請書の提出が必要な場合がありま
　すので、同給付金担当窓口にご連絡ください。▲

家計急変世帯（要申請）　
■対令和４年１月以降に、住民税非課税世帯と同等の
　収入となった世帯（住民税が課税されているほか
　の親族等に扶養されている場合を除く）　
■申来年１月31日○火 まで申請書を提出してください▲

共通　■他申請書は市HPからも
　　　　　ダウンロード可
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は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一
人

で
は
気
付
か
な
か
っ
た
解
決
方
法
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▽
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
♯
８
８
９
１　

▽

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
☎
♯
８
０
０
８

　

期
間
中
、
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
パ
ー

プ
ル
リ
ボ
ン
に
ち
な
み
、
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

で
パ
ー
プ
ル
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま

す
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１
８
４

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
る
カ
ー 

ド
の
申
請
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

▽
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
み
の
対
象
と
な
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期
限
…
令
和

４
年
12
月
末
ま
で　

▽
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
込
み
期
限
…
来
年
２
月
末
ま
で

■問
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他「
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
HP
ま
た
は
市

HP
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
の
緊
急
情
報
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
り
、
瞬
時
に

国
か
ら
市
町
村
に
伝
え
ら
れ
、
住
民
の
皆
さ

ん
へ
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
試

験
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
災
害
等
と
間

違
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■日
11
月
16
日
○水
午
前
11
時
頃　

■
放
送
内
容　

チ
ャ
イ
ム
音
↓
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」
３
回
↓
「
こ
ち
ら
は
、
防
災

つ
る
お
か
で
す
」
↓
チ
ャ
イ
ム
音　

■問
本
所

防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

不
審
な
漂
着
物
や
人
物
を
見
掛

け
た
ら
近
づ
か
ず
に
通
報
を
！

　

木
造
船
等
の
不
審
な
漂
流
・
漂
着
物
や
不

審
な
人
物
を
見
つ
け
た
ら
、
近
づ
か
ず
、
す

ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
陸
上
は
１
１
０
番
（
警
察
）

▽
海
上
は
１
１
８
番
（
海
上
保
安
庁
）

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

「
お
出
か
け
は 

マ
ス
ク
戸
締
り 

火
の
用
心
」 

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
○水
か
ら
15
日
○火
ま
で
の
一
週
間
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
時
期
、
暖
房
器
具
な
ど
火
を
取
り
扱

う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

火
災
予
防
を
心
掛
け
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

火
災
か
ら
命
を
守
る 

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
全

て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
設
置
か
ら
10
年

が
経
過
す
る
と
、
正
常
に
作
動
し
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
適
切
に
作
動
す
る
よ
う
に

日
頃
か
ら
点
検
と
清
掃
を
行
い
、
異
常
が
あ

れ
ば
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐

８
３
３
２

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日 

な
る
べ
く
固
定
電
話
か
ら
通
報
を
！

　

消
防
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
、
防
災
意
識
の
高
揚
や
地
域
ぐ
る
み
の
防

災
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
総
務

省
消
防
庁
で
は
11
月
９
日
を
「
１
１
９
番
の

日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
携
帯
電
話
等
か
ら
の
１
１
９
番
通

報
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
位
置
情
報

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
が
無
効
の
携
帯
電
話
等
か
ら
の

通
報
で
は
、
場
所
の
特
定
に
時
間
が
掛
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
携
帯
電
話
等
の

位
置
情
報
を
有
効
に
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

近
く
に
固
定
電
話
が
あ
る
場
合
は
、
な
る
べ

く
固
定
電
話
か
ら
通
報
す
る
と
携
帯
電
話
等

よ
り
早
く
場
所
を
特
定
で
き
、
迅
速
な
出
動

に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。

■問
消
防
署
通
信
指
令
課
☎
22
‐

８
３
２
１　

■他
市
HP

狩
猟
期
間
に
お
け
る 

銃
猟
自
粛
区
域
に
つ
い
て

　

集
落
や
工
業
団
地
等
が
近
接
し
て
い
る
区

域
で
の
銃
に
よ
る
狩
銃
は
、
大
変
危
険
で
す
。

近
隣
住
民
等
の
人
身
事
故
防
止
の
た
め
、
次

の
河
川
の
周
辺
で
は
銃
を
使
っ
た
狩
猟
の
自

粛
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
発
砲
音
・
空

薬
莢き

ょ
う

等
で
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
狩
猟
者

は
法
令
と
マ
ナ
ー
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
11
月
１
日
だ
っ
た
カ
モ
の

狩
猟
解
禁
日
が
、
今
年
度
か
ら
11
月
15
日
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■場
▽
内
川
…
寿
集
落
南
端
か
ら
庄
内
南
工
業

団
地
村
東
橋
ま
で
の
区
間　

▽
大
山
川
…
中

柳
原
集
落
今
世
橋
周
辺
、
石
山
・
楯
川
原
集

落
津
利
橋
周
辺　

▽
京
田
川
…
長
沼
十
文
字

集
落
周
辺　

▽
羽
黒
地
域
…
高
寺
周
辺
用
排

水
路　

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
７

け
が
を
し
た
野
生
の
鳥
獣
な
ど

を
見
つ
け
た
ら

　

野
生
の
鳥
獣
は
、
様
々
な
病
原
菌
を
持
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し
て
触

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
け
が
・
衰
弱
し
た
野

生
鳥
獣
は
、
弱
っ
て
い
て
も
自
然
に
回
復
す

る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

重
症
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
本
所
農
山
漁

村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８
、
各
地
域
庁
舎

産
業
建
設
課
ま
た
は
庄
内
総
合
支
庁
環
境
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家
畜
伝
染
病
の
防
疫
対
策
の
た
め 

施
設
利
用
を
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

市
内
畜
産
農
家
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
の
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
場
合
、
次
の

い
ず
れ
か
の
施
設
を
防
疫
対
策
の
た
め
の
現

場
事
務
所
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、

安
全
確
保
の
た
め
通
常
の
施
設
利
用
を
休
止

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
対
象
施
設　

藤
島
体
育
館
、
羽
黒
体
育
館
、

櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
櫛
引
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー　

■

期
間　

防
疫
対
策
開
始
か
ら
５
日
間
程
度

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

市ＨHP
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■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
７

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
よ
う
に 

不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

　

家
庭
で
の
猫
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
家
族
同
様

に
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
飼
い
方

を
誤
れ
ば
、
近
所
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
っ

た
り
、
本
来
愛
さ
れ
る
べ
き
ペ
ッ
ト
を
不
幸

に
し
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼

う
と
き
に
は
、
そ
の
ペ
ッ
ト
の
命
を
預
か
る

責
任
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
等
の
責
任

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

生
ま
れ
て
く
る
子
猫
を
全
部
、
終
生
飼
う

こ
と
が
で
き
な
い
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
す

こ
と
が
で
き
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、

事
前
に
不
妊
、
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

不
幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
管
理
す
る

こ
と
も
愛
情
で
す
。

■問
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）☎
35
‐
０
１
４
６

家
電
４
品
目
の
処
分
方
法

　

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
は
、
市
で
処
理
で
き

ま
せ
ん
。
次
の
方
法
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
家
電
量
販
店
等
に
依
頼
す
る　

買
い
替
え

る
店
舗
や
、
以
前
購
入
し
た
店
舗
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
収
集
運

搬
料
金
が
掛
か
り
ま
す
。

▼
指
定
取
引
場
所
に
持
ち
込
む　

事
前
に
製

造
メ
ー
カ
ー
と
大
き
さ
（
テ
レ
ビ
は
画
面
サ

イ
ズ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
は
内
容
積
）
を
確

認
の
上
、
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支

払
い
、
廃
家
電
と
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
指
定
取

引
場
所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
に
依
頼

す
る　

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
収
集
運
搬
料
金

が
掛
か
り
ま
す
。
詳
し
く
は
２
次
元
コ
ー
ド

か
ら
、
ま
た
は
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８　

■他
無

許
可
の
不
用
品
回
収
業
者
は
利
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
や
古

物
商
の
許
可
で
は
家
庭
ご
み

の
回
収
は
で
き
ま
せ
ん

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者 

登
録
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

山
形
県
下
水
道
協
会
に
登
録
が
あ
り
、
登

録
の
有
効
期
限
が
来
年
３
月
31
日
と
な
っ
て

い
る
責
任
技
術
者
は
、
登
録
更
新
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

■
更
新
申
請　

11
月
１
日
○火
～
30
日
○水
に
上

下
水
道
部
お
客
様
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
７
６
１

０
へ一

般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業 

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
整
備
し
ま
し
た
。

▼
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業　

■内
発
電

機
ほ
か
防
災
備
品
の
整
備

（
泉
地
区
自
治
振
興
会
）、

消
防
用
ホ
ー
ス
ほ
か
防
災

備
品
の
整
備
（
菅
野
代
自

治
会
）　

■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

へ
出
張
し
、
環
境
大
臣
名
の
指
定
状
を
受

領
し
た
。
平
成
14
年
の
湯
田
川
、
平
成
30

年
の
湯
野
浜
、
令
和
元
年
の
あ
つ
み
に
続

き
4
件
目
。
こ
れ
は
全
国
最
多
で
あ
る
。

10
月
11
日
か
ら
は
全
国
旅
行
支
援
（
や
ま

が
た
旅
割
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
が
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
考
え
て
み
る
と
、
近
所
に
４
つ

も
国
民
保
養
温
泉
地
が
あ
る
の
は
幸
せ
な

こ
と
で
あ
る
。
３
つ
の
日
本
遺
産
、
こ
れ

も
全
国
最
多
で
あ
る
。
入
部
４
０
０
年
に

合
わ
せ
遠
方
か
ら
当
地
を
訪
れ
た
友
好
都

市
の
代
表
た
ち
に
は
、
当
地
の
お
い
し
い

食
事
、
稲
刈
り
が
進
む
風
景
を
楽
し
ん
で

も
ら
っ
た
が
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
暮
ら
し

の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
の
だ
。

　

昭
和
57
年
に
市
街
地
で
最
初
の
コ
ミ
セ

ン
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
第
三
学
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
の
ぞ
く
と
「
シ
ニ
ア
の
経
験
値
×
若

者
の
発
信
力
＝
∞
」
の
4
コ
マ
漫
画
が

目
を
引
く
。
10
月
10
日
、
そ
の
第
三
学
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
社
会
福
祉
協
議

会
が
設
立
40
周
年
を
迎
え
、
祝
賀
会
が
行

わ
れ
た
。
近
年
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
に
も
力
を
入
れ
、
長
年
の
生
涯

学
習
の
取
り
組
み
を「
令
和
ま
な
び
塾
」と

し
て
発
展
・
継
承
し
、有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
仕
組
み「
支
え
合
い
ネ
ッ
ト
」な
ど
、
特

色
あ
る
地
域
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
未
来
創
造
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
、
よ

り
幅
広
い
年
齢
層
が
参
加
し
や
す
い
事
業

運
営
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
か
ら
の

展
開
が
期
待
さ
れ
る
。
創
造
と
伝
統
の
街

を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
更
な
る
市
民

参
画
の
街
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

#57

　

狐
た
ち
と
の
踊
り
の
中
に
い
た
。
荘
内

大
祭
が
行
わ
れ
た
10
月
9
日
の
夕
方
の
こ

と
で
あ
る
。
前
触
れ
は
あ
っ
た
。
疎
林
広

場
の
に
ぎ
わ
い
市
を
訪
れ
る
と
、
ス
テ
ー

ジ
を
待
つ
キ
ッ
キ
ン
ダ
ン
ス
フ
ァ
ム
の
皆

さ
ん
が
い
た
。
そ
の
際
、「
市
長
の
（
ス

テ
ー
ジ
上
で
の
）
ソ
ロ
パ
ー
ト
を
用
意
し

て
ま
す
の
で
」
と
、
冗
談
を
投
げ
掛
け
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
天
保
の
三
方
お
国
替
え

の
幕
命
撤
回
に
ち
な
ん
だ
お
居
な
り
ば
や

し
パ
レ
ー
ド
に
伺
っ
た
際
、
念
珠
関
辨
天

太
鼓
の
皆
さ
ん
に
も
「
入
っ
て
太
鼓
叩
か

な
い
か
」
と
誘
わ
れ
た
が
、
来
賓
席
か
ら

丁
重
に
お
断
り
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う

ち
に
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
み
ゆ
き
通
り

に
狐
が
現
れ
、
祥
雲
御
山
太
鼓
が
鳴
り
響

き
、
祭
り
が
進
ん
で
い
く
。
そ
し
て
祭
り

も
終
わ
り
に
近
づ
く
頃
、
ひ
ょ
い
っ
と
中

学
校
時
代
の
国
語
の
先
生
が
現
れ
、「
お

居
な
り
」
の
声
の
輪
の
中
に
。
夢
一
座
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
お
居
な
り
大
黒
舞
で
練

り
歩
い
た
の
だ
っ
た
。

　

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
の
記
念
式

典
を
終
え
た
翌
10
月
9
日
は
快
晴
に
恵
ま

れ
た
。
午
前
に
、
忠
勝
公
を
含
む
大
名
行

列
が
鶴
岡
公
園
を
出
発
し
、
徳
川
様
、
徳

川
四
天
王
の
皆
様
を
見
送
っ
て
ほ
っ
と
し

て
疎
林
広
場
へ
向
か
っ
た
。
鶴
岡
青
年
会

議
所
の
皆
さ
ん
が
用
意
し
た
料
理
が
並
ぶ

各
テ
ン
ト
に
は
行
列
が
で
き
、
昼
に
は
早

く
も
売
り
切
れ
に
な
る
店
も
出
る
盛
況
ぶ

り
だ
っ
た
。
私
も
特
別
限
定
の
カ
ク
テ
ル

を
一
杯
頂
き
、
短
い
時
間
だ
っ
た
が
秋
の

風
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
狐

た
ち
と
。
あ
れ
は
夢
で
は
な
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。

　

10
月
7
日
は
、
由
良
温
泉
が
国
民
保
養

温
泉
地
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
東
京
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